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（適用の範囲）


第1　　　この管理規程は、生産行程管理者　農事組合法人　○○牧場（以下「管理者」という）が長崎県特別栽培農産物を生産から認証票を表示するまでの生産行程に関する方針、運営体制及び実施方法を規定する。

（栽培方針）


第2　　管理者は、長崎県特別栽培農産物認証制度実施要綱及び特別栽培農産物に係る表示ガイドライン（平成4年10月1日　4食流第3889号　農蚕園芸局・食品流通局長連名通達）（以下「ガイドライン」という）に基づき、特別栽培農産物の生産及び出荷が適切かつ円滑に行われるよう、管理組織を設置する等体制の整備に努め、長崎県特別栽培農産物の適正な生産及び認証票の表示をおこなう。

（生産行程管理者の組織及び各組織の職務権限）


第3　　管理者は、生産者及び生産ほ場の登録をおこなう。

2　管理者は栽培責任者及び確認責任者を選任し、管理をおこなう。

3　管理者は、登録された生産ほ場の栽培管理状況及び生産ほ場からの出荷状況等を計画的に点検する。

4　第3の3項において、特別栽培農産物の生産に適当でないと判断される場合には、認証票の使用を中止し、速やかに認証機関に報告する。

5　管理者、登録ほ場、生産者、栽培責任者及び確認責任者は申請書に示す。

6　管理者は栽培計画書、認証票交付申請書、栽培実績報告書、出荷販売実績書、認証票使用実績報告書及び関係書類等を認証機関に提出する。

第4　　栽培責任者は生産者が適切な生産及び出荷を行うよう栽培管理又はその指導をおこなう。

2　栽培責任者は生産ほ場に看板を設置する。

3　栽培責任者は特別栽培農産物栽培開始前に、栽培計画書を作成し、確認責任者に提出する。

4　栽培責任者は特別栽培農産物栽培開始前に、定められた様式に沿って認証票交付申請書を作成し、確認責任者に提出する。

5　栽培責任者は栽培実績報告書を作成し、収穫終了後速やかに確認責任者に提出する。

6　栽培責任者は出荷・販売実績書を作成し、一定期間ごとに取りまとめて確認責任者に提出する。
7　栽培責任者は認証票使用実績報告書を作成し、一定期間ごとに取りまとめて確認責任者に提出する。

第5
　確認責任者は栽培責任者による栽培管理又はその指導が適切に行われていることを確認する。

2　確認責任者は、栽培計画書の提出を受けたときは、栽培責任者と現地確認の予定等について検討するとともに、生産者と生産ほ場の位置、栽培する作物名等を把握する。

3　確認責任者は、栽培計画書の提出を受けたときは、その内容が定められた様式に沿って記載されていること及び記載内容が特別栽培農産物に該当することを確認する。

4　確認責任者は栽培期間中に少なくとも1回以上生産ほ場に赴き、生産ほ場の状況、栽培管理記録の記載状況を確認する。
5　確認責任者は、収穫終了後に栽培実績報告書の提出を受けた場合は、その内容が定められた様式に沿って記載されていること及び化学合成資材の使用等の内容が特別栽培農産物に該当することを確認する。
6　確認責任者は、出荷・販売実績書の提出を受けた場合は、その内容が定められた様式に沿って記載されていることを確認する。
7　 3項、4項、5項、及び6項において適性であると判断した場合には、確認欄に確認の年月日、確認責任者の氏名及び承認印を付記する。
8　 3項、4項、5項、及び6項において、疑義があれば調査をおこない、記載の不備等があれば所要の改善指導をおこなう。
9　確認責任者は、栽培計画書、認証票交付申請書、栽培実績報告書、出荷・販売実績書、認証票使用実績報告書を管理者に提出する。
（対象農産物）

第6　　対象農産物は申請書に示す。

（栽培計画書及び認証票交付申請書の作成及び提出）

第7　　栽培責任者は各生産者と協議の上、３年分の栽培計画書を作成し、確認責任者へ提出する。

2　休耕地とする場合、その旨を栽培計画書に記入し提出する。

第8　　栽培責任者は認証票の交付を受けるため、認証票交付申請書を作成し、確認責任者へ提出する。

（確認責任者の計画書の確認及び判断）

第9　　確認責任者は、栽培計画書の提出を受けたときは、栽培責任者と現地確認の予定等について検討するとともに、生産者と生産ほ場の位置、栽培する作物名等を把握する。

第10　　確認責任者は、栽培計画書の提出を受けたときは、その内容が定められた様式に沿って記載されていること及び記載内容が特別栽培農産物に該当することを確認すること及び提出された認証票交付申請書と相違がないか確認する。

2　適正であると判断した場合、計画書の受領確認欄に確認の年月日及び確認責任者の氏名を付記し、管理者に提出する。また、疑義があれば調査をおこない、記載の不備等があれば所要の改善指導をおこなう。

3　確認責任者は、栽培計画書及び認証票交付申請書を管理者に提出する。

（認証機関への計画書等の提出）

第11　　管理者は、提出された栽培計画書及び認証票交付申請書を認証機関に提出する。

　　　2　管理者は、認証機関が認定した栽培計画書の使用予定資材以外の資材を使用する場合、認証機関に変更届を提出する。
（看板の設置）

第12　　栽培責任者は、生産ほ場に看板を設置する。

（生産者のほ場管理）

第13　　生産者は、使用する種苗の受入記録を記録し、栽培責任者の承認を得る。

第14　　生産者は、農薬及び肥料の購入・受入記録を記録し、栽培責任者の承認を得る。

第15　　生産者は、栽培管理記録により毎日のほ場管理の記録をおこない、栽培責任者の承認を得る。

（生産行程管理の調査）

第16　　確認責任者は、各農産物の栽培期間中に1回以上生産ほ場に赴き、生産ほ場の状況、栽培管理記録の記載状況を調査する。

2　適正であると判断した場合、栽培管理記録の受領確認欄に確認の年月日及び確認責任者の氏名を付記し、管理者に提出する。また、疑義があれば調査をおこない、記載の不備等があれば所要の改善指導をおこなう。

（認証票の貼付）

第17　　栽培責任者又は確認責任者は認証票及びガイドライン表示を正確に貼付する。

2　認証票管理記録に記入する。

（出荷及び販売）

第18　　栽培責任者は出荷・販売及び認証票使用の状況を出荷・販売管理記録に記入する。

（栽培実績報告書、出荷販売実績書及び認証票使用実績報告書の作成及び提出）

第19　　収穫終了後、栽培責任者は栽培実績を取りまとめ、栽培実績報告書を速やかに確認責任者に提出する。

第20　　出荷・販売終了後出荷・販売実績及び認証票使用実績を取りまとめ、出荷販売実績書及び認証票使用実績報告書を確認責任者に提出する。

2　出荷・販売が3ヶ月を超える場合、3ヶ月毎に出荷販売実績書を確認責任者に提出する。

第21　　確認責任者は、収穫終了後に栽培実績報告書の提出を受けた場合は、その内容が定められた様式に沿って記載されていること及び化学合成資材の使用等の内容が特別栽培農産物に該当することを確認する。

2　確認責任者は、出荷・販売実績書及び認証票使用実績報告書の提出を受けた場合は、その内容が定められた様式沿って記載されていることを確認する。

3　1項及び2項において適性であると判断した場合には、確認欄に確認の年月日、確認責任者の氏名を記入し、承認を得る。

4　1項及び2項においてにおいて、疑義があれば調査をおこない、記載の不備等があれば所要の改善指導をおこなう。

5　確認責任者は栽培実績報告書、出荷販売実績書及び認証票使用実績報告書を管理者に提出する。

第22　　管理者は、確認責任者は栽培実績報告書、出荷販売実績書及び認証票使用実績報告書を認証機関に提出する。

（記録類の保管方法）

第23　　管理者は提出された全記録類、全書類を3年以上保管する。

（病害虫及び発育異常等が生じた場合の措置方法）

第24　　病害虫及び発育異常等が生じた場合の措置方法は適切に実施し、栽培実績報告書に記録する。

2　上記の措置がおこなわれたとき、生産者及び栽培責任者は確認責任者にその旨連絡する。

3　確認責任者は、上記の連絡を受けた場合、長崎県特別栽培農産物の基準に適合するかを判断し、生産行程管理者に報告する。

4　管理者は、上記の結果、適合しないと判断された場合、生産者及び確認責任者に認証票の使用を中止させる。

5　管理者は、認証機関に栽培実績報告書及び認証票使用実績報告書等で報告する。

（栽培の方針及び農産物が長崎県特別栽培農産物に適合しない農産物の措置方法）

第25　　栽培の方針及び対象農産物が長崎県特別栽培農産物に適合しないと判断されたとき、対象ほ場で栽培された農産物は、廃棄するか、慣行栽培された農産物として取り扱う。

2　流通段階において化学合成資材の添加又は処理がおこなわれた場合、廃棄するか、認証票等を抹消し、慣行栽培された農産物として取り扱う。

3　上記により、慣行栽培された農産物として取り扱われた農産物の種類、数量を記録し保管する。

（外部への業務委託）

第26　　管理者は、生産行程管理の一部を外部に委託する場合は、長崎県特別栽培農産物である旨を伝え、他の農産物と混合しないように契約書をかわす。

（農産物、機械器具及び包装資材の管理方法）

第27　　慣行栽培された農産物、慣行栽培に使用する機械器具及び慣行栽培用の包装資材と混同しないように区別し、管理する。

2　機械器具においては、慣行栽培用と併用する場合、十分に洗浄する。

（農産物、機械器具及び包装資材の保管場所の防虫防鼠消毒方法）

第28　　保管場所の防虫防鼠、消毒方法は対象農産物に薬剤等が混入しないように適切におこなう。

2　化学合成資材を使用した場合、長崎県特別栽培農産物に適合しないと判断されたとき、対象ほ場で栽培された農産物は、廃棄するか、慣行栽培された農産物として取り扱う。

（認証票の管理方法）

第29　　管理者は、認証票の管理場所を定め、誤用がないように努める。

（生産行程管理規程の見直し）

第30　　管理者は定期的に生産行程管理規程の見直しをおこない、変更後は、認証機関に報告する。

（認証機関の調査）

第31　　管理者は、認証機関の定期及び不定期のほ場等の立ち入り調査を受け入れ、協力する。

2　管理者は、認証機関の不定期な農産物又は土壌の残留農薬検査等の検査を受け入れ、協力する。

（その他）

第32　　その他必要な事項は、別に定める。

第33　　この生産行程管理規程は平成○○年○○月○○日から実施する。
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